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第５章 銚子資産の把握の基本方針 

 

１． 銚子資産の把握の現状 

 （１）把握の現状 

  本地域計画で対象としているのは、文化財の類型に属し、指定や登録などの保護措置が講じら

れているものだけでなく、歴文構想の中で、本市の歴史文化を伝えていくために大切な地域資産

を全て包括して「銚子資産」として位置づけたものです。ここでは、「銚子資産」の把握の調査の

現状について整理します。 

 【市史編纂】 

  本市が歴史文化や文化財、寺社等に関する情報や資料の収集をはじめて公的に実施したのは、 

「銚子市史」（1956年（昭和 31））の編纂事業です。1952年（昭和 27）に銚子市史編纂委員会を 

設置し、市史を編纂したことで多くの市民に広く周知されました。その後、市史は「銚子市史Ⅰ・ 

Ⅱ・Ⅲ（昭和編）」（1983年（昭和 58））と「銚子市史Ⅳ（平成編）」（2004年（平成 16））を刊行 

し、市史編纂事業で収集した関係資料の一部を銚子市公正図書館に保管してあります。 

【市教委の把握調査】 

 市教委は、千葉県教育委員会（以下、「県教委」という。）が文化財の類型ごとに県内の状況を 

把握するために実施した実態調査の事前調査に協力することにより文化財の情報を把握してき

ました。また、これらの調査以外に「所在調査」と「文化財基本調査」（以下、「基本調査」とい

う。）の２つの調査を実施し、銚子資産の把握や価値評価を行ってきました。 

「所在調査」は、基本的に「どこに、何があるか」を把握するための調査です。この調査は、

市教委の担当職員（以下、「市担当職員」という。）と市教委が協力を求めた市民調査員とともに

実施する調査と、市担当職員と市文化財審議会委員が文化財の類型ごとに実施する調査の２つの

方法で実施しています。市民調査員とともに実施してきた調査では、類型に当てはまる文化財だ

けではなく、地域に所在する全ての銚子資産を対象として行ってきました。この調査内容を『銚

子資産台帳』（以下、「台帳」という。）にまとめていきます。この「台帳」は、地域住民や学識者

からの情報提供、調査機関による調査成果などにより把握した内容もその都度追記し、本市の銚

子資産の基礎資料として位置づけています。 

 「基本調査」は、「所在調査」の中から価値を評価し、指定等の措置を講じて保護していく必要

がある文化財を選定し、各文化財の専門家に依頼する学術調査です。調査により価値を評価した

文化財は所有者等の理解を得た上で、指定等の措置を講じていくことになります。 

【千葉県の把握調査】 

 県教委は、これまで文化財の類型ごとに県内の実態調査を実施し、表７の報告書を刊行してい

ます。また、千葉県史料研究財団は、県史編纂事業の一環で県内の古文書調査を、千葉県自然保

護課や千葉県立中央博物館などでは民俗や地質、地形など本市をフィールドとして様々な調査研

究を行っています。本市はジオパーク活動を展開していることから、近年、県立中央博と協働で

調査を行い把握につなげています。 

【研究機関等の調査】  

 本市をフィールドとして調査研究を行う研究機関や大学等が多数あり、調査への協力や調査成
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果の共有を図ることにより価値を顕在化することができるため、情報を収集し、内容の把握に活

かしています。 

 

 （２）把握調査の内容 

これまでに市教委が行った「銚子資産」の把握の経過について整理します。 

◆有形文化財 

①建造物 

・寺社 

  寺社建築については、昭和 52（1977）年度に国が主導し市町村の協力を得て県教委が「近世社 

 寺建築調査」を実施しました。調査は建物の所在と特徴を把握する悉皆調査と、その結果を受け、 

 実測、構造形式や装飾の調査、沿革資料の確認等の詳細な調査を行う必要がある寺社が選定され、 

第二次調査が実施されました。 

・産業関連施設等 

近代建造物の調査は、県教委が平成３（1991）年度から平成４（1992）年度の２か年で明治期 

以降に建設された公共建造物や商工業施設等の近代建造物の基礎資料を得るために「千葉県近代 

建造物実態調査」を、平成７（1995）年度から平成 10（1998）年度の４か年で幕末から昭和 20年 

までの建造物を対象に「千葉県産業・交通遺跡実態調査」を行いました。 

  平成 14（2001）年度から平成 15（2002）年度に「千葉県近代和風建築総合調査」が行われ、明 

治～昭和 20年までに建設された伝統的様式や技法で建てられた木造物（一部洋風の様式や技法 

が用いられているものを含む）を対象としました。 

・古民家等 

市教委は、長屋門の把握調査を平成 15年度に実施しました。建造物を対象とした県教委の調 

 査により把握した江戸時代末期から昭和 20年代までの建造物 4軒 13棟を選定し、平成 23（2011） 

年度から継続的に「基本調査」を行ってきました。また、平成 27（2015）年度に実施した歴文構 

想策定事業において建造物を主とした歴史文化的な価値を有する資源の把握を行い、その中で築 

100年程度経過している建物（明治後期から昭和初期）を 18棟確認することができました。 

・石造物 

県教委が昭和 49（1974）年度に県内の石造物実態調査を行い、それを継続する形で市教委が昭 

 和 50（1975）年度から昭和 51（1976）年度に市内西部地区の石造物約 300基の「所在調査」を行 

 い ました。その後、平成 22（2010）年度から平成 23（2011）年度に市域全体を対象として実施  

 した「所在調査」の中で石造物も把握しました。 

②絵画・工芸品・書籍・典籍 

  絵画は市教委が「基本調査」を実施しましたが、工芸品の調査記録が残っていないため関係資 

料の再確認を引き続き行います。また、書籍・典籍については現時点で市内の情報を把握できて 

いません。 

 ③彫刻 

  東圓寺所有の「木造阿弥陀如来坐像及び両脇侍立像」（柴崎町：平成 19年３月 30日市指定） 

の価値を把握する中で、平成 12（1999）年度から平成 14（2001）年度までの３ケ年で市文化財審 
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議会委員とともに市内の寺院が所有する仏像を対象とした「所在調査」を実施しました。 

 ④古文書 

  古文書調査は市教委をはじめ千葉県史編纂事業、大学等の調査研究により行われてきました。 

 また、地元の郷土史家による古文書調査も行われ、郷土史研究を推進してきました。市教委では、 

個人所有や神社等が所有している古文書の調査を平成 17（2005）年度から「基本調査」として実 

施しました。 

⑤考古資料・歴史資料 

 考古資料については、「基本調査」と発掘調査の成果から把握しています。歴史資料のうち銚 

子電気鉄道株式会社所有の車両は、県教委が実施した「千葉県産業・交通遺跡実態調査」で、そ 

れ以外の資料は市教委が実施している「基本調査」で把握してきました。 

◆無形文化財 

 無形文化財の把握調査は、「銚子縮」を県指定文化財に指定する際に調査を行ったのみで、これ

以外に行われていません。現在、把握している文化財の情報は、関係者と連携した取り組みの中

で得た情報と平成 22（2010）年度から平成 23（2011）年度に実施した「所在調査」で把握したも

のです。 

◆民俗文化財 

①無形の民俗文化財 

・風習  

平成６（1994）年度に千葉県の県史編纂事業の一環で「千葉県地域民俗調査」が実施され、「ウ

ミガメに関する漁労習俗」の調査が行われました。 

 ・祭り及び行事 

  平成 11（1999）年度から平成 13（2001）年度に急激な社会的環境の変化により行事の形態が 

変貌し、消滅の危機にさらされていることから、県教委が「千葉県 祭り・行事調査」を実施し、 

市教委が市域内の祭り・行事をリストアップし、それに基づき基礎調査と個別テーマによる詳細 

調査が行われました。 

 ②有形の民俗文化財 

・絵馬 

 平成５（1993）年度から平成７（1995）年度までの３か年で、寺社の改築等による絵馬等の保

存に危機感を持ち、その実態調査を県教委が行いました。平成４（1992）年度に県内各市町村が

担当して予備調査を行い、昭和 10年代以前（戦前）の絵馬、奉納額、建築彫刻を調査対象とし、 

予備調査に基づく悉皆調査と絵馬等が多く奉納されている寺社や地域の特色を有する事例の詳

細調査が行われました。 

 ・民俗資料 

 平成 21（2009）年度から平成 23（2011）年度で「銚子市教育委員会収蔵資料整理作業」を行 

い、市教委が収蔵している約 1,200 点の資料の台帳を整理しました。その台帳を基に、平成 28

（2016）年度に漁労用具、利根水運関係資料、干鰯・〆粕関係資料、海苔製造関係、商業及び醤 

油関係資料、諸職用具、農業用具、養蚕・製糸・機織関係資料等を再整理しました。 
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◆記念物 

①遺跡 

 県教委は、これまで貝塚、城跡、洞穴遺跡及び横穴墓の悉皆調査を行い、昭和 63（1988）年度 

に県内主要貝塚確認調査で余山貝塚の範囲等を確認しました。1994 年（平成 6）、各種開発行為

により失われた遺跡が増加し、保護と活用を図るための基礎資料を整備するために中近世の城郭

跡の調査を行い、洞穴遺跡及び横穴墓の悉皆調査は、平成 14（2002）年度に縄文時代から古墳時

代にわたり使用された遺跡を対象とした調査を実施しました。 

 また、県内全域の「歴史の道」の調査を昭和 61（1986）年度から平成２（1990）年度で行いま 

した。開発事業が大規模化し、旧来の街道は変容し、姿を消しつつある中で、文物や人々の交流 

の舞台となった街道や水路、それらに関わってきた寺社、道標などの総合的な調査となりました。 

 市教委は、20年に一度行われる「銚子大神幸祭」の際、東大社、豊玉姫神社、雷神社の三社の 

神様が集まる神逢塚古墳の「基本調査」を平成３（1991）年度に実施しました。 

②名勝地 

 文化庁は平成 23（2011）・24（2012）年度の２ケ年で、全国各地に所在する未指定・未登録の 

風致景観及び近代以前の歴史的庭園等を対象とした「名勝に関する総合調査事業」として、地方

公共団体の協力を受け「所在調査」を実施しました。 

市教委は、平成 27（2015）年度に文化庁からの委託事業として「名勝に関する特定の調査研究 

事業」を実施し、屏風ケ浦の名勝としての価値を評価するための総合調査を実施しました。また、 

「海上郡誌」を活用して市域内の名勝地を把握してきました。 

③動物、植物、地質鉱物 

・動物、植物 

  植物の調査は、千葉県環境生活部自然保護課が平成 10（1998）年度から平成 12（2000）年度に 

県自然環境保全地域の指定候補地の調査を行いました。市教委は、屏風ケ浦の海食崖上の休耕田 

が深く泥沼化し、食虫植物が群生している区域を地元町内会の協力を受けながら保護活動を行い、 

さらにこの保護区域内の植生調査を４回行ってきました。 

 動植物については、これ以外に千葉県が発行している「レッドデータブック」を利用し、市域 

内の情報を確認しています。 

・地質鉱物 

 平成５（1993）・６（1994）年度に「千葉県内地質鉱物基礎調査」が実施され、急激な都市化が 

進み、貴重な地質鉱物資料が喪失の危機に直面していることから、将来的に天然記念物として保 

存すべき資料を洗い出すための調査が行われました。また、本市は、地質資産を核とした「ジオ 

パーク」活動を展開しており、活動の一つの核である地質資産の保全のため、市内の地質・地形 

に関する情報を収集し、調査研究を行っています。平成 27（2015）年度に市内の貴重な地質（化 

石の採掘場を含む）が確認できる 34地点の現状確認を行いました。 

◆集落調査 

 市教委は市内の５地域（銚子漁港周辺、外川町周辺、高神町周辺、野尻町周辺、宮原町）の集 

落調査を平成 28（2016）年度に実施しました。 
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対象 把握調査に関連する成果及び資料等 報告書発行年度等 調査主体

寺社建築 　千葉県近世社寺建築緊急調査報告 昭和54(1979）年度

　千葉県近代建造物実態調査報告書 平成４(1992）年度

　千葉県産業・交通遺跡実態調査報告書 平成10（1998）年度

　千葉県近代和風建築総合調査報告書 平成15(2003）年度

建造物 　国際観光に資する地域資源活性化方策調査 平成15(2003）年度 文化庁文化財部建造物課

　銚子市文化財基本調査報告

　磯角商店主屋/滑川家住宅/旧公正會館/旧西廣家住宅/石上酒造

平成23（2011）年度

　～平成28（2016）年度

　銚子市内長屋門調査報告 平成15(2003）年度

　銚子市歴史文化基本構想策定に伴う建物調査報告書 平成27(2015）年度

　千葉県石造物実態調査 昭和49(1974)年度 千葉県教育委員会

　銚子の石造物-西部地区- 平成16(2004）年度 銚子市教育委員会

絵画 絵画 　銚子市文化財基本調査報告書 平成3(1991）年度 銚子市教育委員会

　銚子市文化財基本調査報告
平成11（1999）年度

～平成14（2002）年度

　銚子市内仏像調査報告
平成12(2000）年度

　～平成14(2002）年度

工芸品 工芸品 　（「饒」「梵鐘」「釈迦涅槃図」の調査記録確認できず） －

書籍・典籍 　－ －

　海上町史　史料編１・史料編２
昭和60(1985)・

昭和63(1988)年度
海上町史編纂室

　千葉県史料　千葉県収蔵資料目録 （調査年度不明） 千葉県史料財団

　千葉県経済大学調査目録 （調査年度不明） 千葉経済大学

　銚子市文化財基本調査古文書目録（猿田神社及び個人所蔵４件） 平成17（2005）年度～ 銚子市教育委員会

　銚子市文化財基本調査報告 （昭和40年代前半）

　銚子市教育委員会発掘調査報告書 昭和45（1970）年度～

　千葉県産業・交通遺跡実態調査報告書 平成10（1998）年度 千葉県教育委員会

　銚子市文化財基本調査報告 平成３（1991）年度～ 銚子市教育委員会

芸能

工芸技術

風習 　千葉県史編さん資料　千葉県地域民俗調査報告書　第２集 平成６(1994）年度
千葉県

（財団法人千葉県史料研究財団）

絵馬 　千葉県祭り・行事調査報告書 平成13(2001）年度 千葉県教育委員会

　民俗資料台帳（銚子市教育委員会所蔵資料）
平成21(2009）年度

　～平成22（2010）年度

　銚子市歴史文化基本構想策定に伴う民具調査報告書 平成28(2016）年度

無形の民俗文化財 祭り・行事 　千葉県文化財実態調査報告書●絵馬・奉納額・建築彫刻● 平成７(1995）年度 千葉県教育委員会

貝塚 　千葉県主要貝塚確認調査報告書 昭和62（1987）年度

城跡 　千葉県中近世城郭研究調査報告書 平成２(1990）年度

横穴 　千葉県所在洞穴遺跡・横穴墓詳細分布調査報告書 平成14(2002）年度

城跡 　千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書Ⅰ　－旧下総国地域－ 平成６(1994）年度

千葉県歴史の道調査報告書　三　銚子街道 昭和61(1986）年度

千葉県歴史の道調査報告書　七　江戸川・利根水運 昭和62(1987）年度

千葉県歴史の道調査報告書　八　江戸川・利根水運Ⅱ 昭和63(1988）年度

千葉県歴史の道調査報告書　十　多古銚子道 昭和63(1988）年度

千葉県歴史の道調査報告書　十八　海上・河川交通 平成２(1990）年度

　名勝に関する総合調査　-全国的な調査（所在調査）の結果- 平成24(2012）年度 文化庁文化財部記念物課

　名勝に関する特定の調査研究事業に関する成果の報告書

　－　屏風ケ浦（千葉県銚子市）－
平成27(2015）年度 銚子市教育委員会

庭園 　旧伏見宮家別邸銚子瑞鶴荘の庭について 昭和60（1985）年度 東京農業大学造学科

動物
　千葉県の保護上重要な野生生物

　千葉県レッドデータブック　－動物編－

平成12（2000）年度

平成23（2011）年度
千葉県立中央博物館

県自然環境

保全地域
　千葉県自然環境保全学術調査報告書 平成12(2000）年度 千葉県環境生活部自然保護課

　千葉県の保護上重要な野生生物

　千葉県レッドデータブック　－植物編－／－植物・菌類編－

平成11(1999）年度

平成21（2009）年度
千葉県立中央博物館

　大谷津食虫植物群生地植生調査報告書 平成21(2009）年度 銚子市教育委員会

地質鉱物 　天然記念物緊急調査報告書　－千葉県地質鉱物基礎調査－
平成５(1993）

　～平成6（1994）年度
千葉県教育委員会

化石産出地 　銚子市歴史文化基本構想策定に伴う地質調査報告書 平成27(2015）年度 銚子市教育委員会

　銚子市歴史文化基本構想重点区域調査報告書 平成28・29（2016・2017）年度 銚子市教育委員会

　歴史文化地理学実施報告書第（3～5・8～12号）
平成10(1998）年度

　～平成18（2006）年度

筑波大学歴史・人類学系

歴史地理学研究室

　－

　千葉県銚子市埋蔵文化財分布地図 昭和62(1987）年度 銚子市教育委員会

　千葉県海上郡誌 昭和60(1985）年度 海上町（現　千葉県旭市）

　銚子市史／銚子市史Ⅰ・銚子市史Ⅱ・銚子市史Ⅲ／銚子市史Ⅳ

昭和31(1956）年度

昭和58(1983）年度

平成16(2004）年度

銚子市

　千葉県史「千葉県の歴史」・「千葉県の自然誌」
平成３(1991）年度

　～平成20(2008）年度
千葉県

　銚子と文学者とのふれ合い 昭和54(1979）年度

　銚子の民話 昭和61(1986）年度

　銚子のことば 昭和62(1987）年度

　銚子資産所在台帳
平成22(2010）

　～平成23（2011）年度

　銚子市教育委員会収蔵資料整理台帳
平成21(2009）年度

　～平成23(2011）年度

彫刻

種類

　銚子資産所在調査台帳

　（「銚子縮」の調査記録確認できず）
銚子市教育委員会

平成22(2010）年度

　～平成23（2011）年度

近代建造物

古民家 銚子市教育委員会

石造物

銚子市教育委員会

銚子市教育委員会

有形の民俗文化財

民

俗

文

化

財

民俗資料

考古資料 考古資料 銚子市教育委員会

無形文化財

歴史資料 歴史資料

有

形

文

化

財

建造物

千葉県教育委員会

古文書 古文書

仏像

その他の銚子資産

銚子市教育委員会

自然名勝
名勝地

埋蔵文化財

記

念

物

植生調査

動物

・

植物

・

地質鉱物

文化的景観 集落

伝統的建造物群

千葉県教育委員会遺跡

歴史の道

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表７ 把握調査の実績報告書等の一覧 

 



 
第５章 銚子資産の把握の基本方針 

64 

 

◎ 文化財所在調査で把握して、その後文化財基本調査を実施している  ○ 文化財所在調査で把握しているが、文化財基本調査は実施していない 

△ 文化財所在調査で把握しているが、情報量が少ない         × 所在が把握できていない 

建
造
物

彫
刻

絵
画

工
芸

書
籍
・
典
籍

古
文
書

考
古
資
料

歴
史
資
料

有
形
文
化
財

無
形
文
化
財

史
跡

名
勝

天
然
記
念
物

地質 ◎ ◎

先史 ○ △

古代 ○ － ○ ― × ×

中世 △ － ○ ○ △ × ×

近世 △ △ △ ○ － △ － △ ○ × －

近代 △ △ △ － △ △ × ○ －

地質 ○

先史 ○ △

古代 ○ ○ ○ ― × × ○ ○

中世 △ ○ ○ ○ △ × ×

近世 △ △ △ ○ ○ △ － △ ○ × ○

近代 △ △ △ － △ △ ×

地質 ○

先史 ○ △

古代 ○ － ○ ― × × ○

中世 △ ○ ○ ○ △ × ×

近世 △ △ － ○ － △ － △ × × －

近代 △ △ － － △ △ × －

東部

中央

西部

有形文化財

無
形
文
化
財

伝
統
的
建
造
物
群

文
化
的
景
観

銚
子
資
産

指

定

文

化

財

等

を

除

く

民俗文化財 記念物

△

△

△

△
発祥
時期
不明

△
発祥
時期
不明

△
発祥
時期
不明

△
発祥
時期
不明

△
発祥
時期
不明

△
発祥
時期
不明

 ◆埋蔵文化財包蔵地 

市教委は、昭和 53（1978）年度に「千葉県銚子市埋蔵文化財分布図」を作成し、その後、新た

に遺跡が発見されたため、昭和 62（1987）年度に改めて分布調査を実施しました。その際、確 

認された遺跡は 185箇所で、現在新たに５遺跡確認し、190遺跡を把握しています。 

◆筑波大学による調査 

筑波大学（調査時 筑波大学人文社会科学研究科歴史・人類学系歴史地理学研究室）は、1998 

年（平成 10）頃から約 10年間に渡り、銚子をフィールドとした水産業や農業、商業などの産業 

及び関連地域の現地調査を行いました。関係者からの聞き取りや古文書、写真等の資料による調 

査が積み重ねられ、今では確認が難しい内容を知ることができます。報告書は風習や信仰、関係 

者の心情なども記述されており、市教委はこの調査成果を整理し、必要な事柄を「台帳」に記載 

し、遺していく必要があります。 

◆地域に所在する銚子資産 

 市教委は、市内に伝わる民話や伝承、方言を調査し、「銚子の民話」（昭和 62年 3月発行）や 

「銚子のことば」（昭和 63年 3月発行）を作成し、有償頒布してきました。また、来銚した文学 

者の銚子を題材とした作品や銚子との関わりを紹介した「銚子と文学者とのふれ合い」（昭和 55 

年 3月発行）も作成しています。これらの冊子は、市文化財審議会委員に調査協力を求め、作成 

しました。 

 平成 22（2000）年度から平成 23（2001）年度にかけて、緊急雇用創出事業の補助金を活用して 

「所在調査」を実施しました。市内 111町内を単位として地域に残る銚子資産の所在の確認、写 

真撮影、情報収集などの悉皆調査と古文書所有者や講、祭礼などに関する情報収集をアンケート 

調査として実施（回答は 58町内）しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表８ 市域の銚子資産の把握状況 
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２．銚子資産の把握の課題 

  銚子資産の把握の現状を踏まえて、その課題について整理します。 

【銚子資産の市民への周知不足】 

銚子資産の把握のためには、本市が「銚子資産」として守り伝えていく対象が「何か」を市 

民に十分理解してもらう必要があります。市教委や協議会が歴文構想策定後に実施してきた事 

業を通じて、市民に対して「銚子資産」の対象やその価値、そして保存と活用の将来像を伝え 

きれず、市民が「『銚子資産』とはどういうものか」を十分理解しているとはいえません。 

【銚子資産への興味・関心】 

「文化財」はある一部の専門家だけが関与する特別なものという認識を持つ市民が多く存在 

していることも、歴文構想策定時の各町内会を対象としたアンケート調査で明らかになってい 

ます。本来、「銚子資産」は銚子という風土や風土を活かした暮らしの中で生まれ、育まれ、守

り伝えられてきたもので、「銚子ならでは」や「地域ならでは」という私たちの身近な存在でし

た。しかし、生活様式や地域社会を取巻く環境の変化により、地域への興味・関心が薄れてき

たことで、地域の中の銚子資産が気づかれないまま失われたり、語り継がれてきたことが次世

代に継承されない場合も増えています。銚子資産を守り続けるためには、所有者をはじめ関係

者の保護に対する理解と協力が必要です。 

【市民の巻き込み】 

市教委がこれまで実施してきた「所在調査」は、市民調査員とともに実施した調査もありま 

すが、行政主体で行っている調査が多い状況です。この調査は、地域の多様な銚子資産を拾い 

上げることを目指しており、より多くの地域住民が調査に参加することで住んでいる地域への 

興味・関心を高め、地域の魅力を再認識し、身近な「銚子資産」に気づいてもらえるような事 

業として実施していく必要があります。そして、調査目的や調査対象をわかり易く伝え、調査 

技術の向上に努めつつ、多くの情報が集まりやすい環境や文化財保護意識の高揚を目指す取り 

組みとして位置づけていくことも重要です。 

 【銚子資産の把握】 

   「銚子資産」の調査対象に偏りがみられます。文化財の類型では、無形文化財や民俗文化財 

の把握が少なく、地区では西部地区が他の地区に比べて十分ではありません。市全体的に所在 

は把握していますが、情報量に差があり、調査を継続し、内容を充実させていく必要がありま 

す。そのために、計画的かつ継続的に調査が実施できる体制も整備する必要があります。 

  【計画的な調査の実施】 

   「所在調査」後、速やかに学識者による専門的な調査が必要な文化財を選定し、「基本調査」 

を実施する仕組みは整っていますが、計画的に進めることができずにいます。 

【調査情報の把握】 

大学や研究機関等が実施している調査研究の成果を把握し、情報収集や内容を精査した上で、 

「台帳」への整理を進め、記載内容の充実に努め、価値の評価に活用していく必要があります。 
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内容

把握 市民に対して「銚子資産」として守る対象や価値等の周知不足

身近な「銚子資産」が忘れられ、地域で価値が継承されない

所有者等の理解や協力を得られない場合は「銚子資産」を残していくことが難しい

研究機関等が実施した調査成果の把握や、整理ができていない

調査 市民参加型の「銚子資産所在調査」の仕組みがない

「銚子資産所在調査」への協力を得るための環境整備が不十分である

調査対象の偏りがみられる

調査内容の充実を図る必要がある

計画的かつ継続的に把握に取り組む体制づくりが必要である

「文化財基本調査」が計画的に実施できていない

区分

銚
子
資
産
の
把
握

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．銚子資産の把握の方針 

  銚子資産の把握の現状と課題を踏まえ、地域住民や学識者からの協力を得て、銚子資産の総合

的な把握と「基本調査」により価値を評価する仕組みを「銚子資産に気づく」として整理します。 

 

 

 

 

 

  銚子資産の把握の第一歩として、本地域計画の対象としている「銚子資産」の位置づけ（定義）

と対象とするものを市全体で共有していくために「銚子資産とは何か」を広く周知していきます。

そのための中心的な事業として、地域住民参加型の「所在調査」を実施するための仕組みを作り、

計画的かつ継続的に身近にある銚子資産の把握に努め、市域内の多様な銚子資産を拾い上げてい

きます。地域を取り巻く自然環境や地域の暮らしを知ることで、より地域住民の視点に沿った「銚

子資産」を見い出していきます。 

  これまで「所在調査」は、町内ごとに実施してきました。しかし、「銚子資産」が単独で存在し

ているのではなく、それぞれが深く関わりを持って存在しているため、地域計画の中で設定した

「銚子・ものがたり」（P89～P145）や「文化財保存活用区域」（P146～P175）を活用し、市文化財

審議会委員に指導・助言を受けながら銚子資産の周辺環境を一帯のものとして考える視点を持ち、

総合的で横断的な整理をしていきます。 

この「所在調査」で把握した銚子資産の中から「基本調査」を実施する文化財を選定し、計画

的に調査を実施しながら価値を評価します。また、研究機関等が実施した調査の把握にも努め、

成果を整理し、価値を評価する際に活用できるようにしていきます。 

このように本市で実施した全ての調査成果の結果は台帳に整理した後、データベース化する仕

組みを構築します。 

表９ 銚子資産の把握の課題 

方針：銚子資産に気づく 

   市民一人一人が、「銚子資産」として守り伝えていくものの対象を理解し、市域内に所在する

「銚子資産」を把握します。そして、「銚子資産」に関連する情報を記録し、必要に応じて学術

調査を実施することで価値を評価していきます。 
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区分 内容

把握 守り伝えていく「銚子資産」の対象を共有する

「銚子・ものがたり」や「文化財保存活用区域」を活かした「銚子資産」の総合的な把握

研究機関が実施した調査成果を把握し、価値の評価につなげる

「銚子資産」のデータベースを作成し、情報を一元化する

市民参加型の「銚子資産所在調査」の仕組みを作る

「銚子資産所在調査」への関心を高め、情報提供等を行いやすい環境を作る

計画的かつ継続的な調査により調査対象の偏りを減らし、内容の充実を図る

計画的な「文化財基本調査」の実施に向けた仕組みを作る

方針：銚子資産に気づく

調査

銚子資産の把握とその価値の評価を「銚子資産に気づく」という方針に沿って事業を展開し、

銚子資産により本市の歴史文化の特徴を可視化し、地域住民に対して楽しく、わかり易く伝えて

いく中で、銚子資産が身近なものであるという意識を醸成しながら、「持続可能な文化財保護の

仕組みの構築」につなげていきます。 

 

 

表 10 銚子資産の把握の方針 

 

 

 


